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第
１
位『
汝
、星
の
ご
と
く
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お報せをいただいたとき、たまたま『汝、星の

ごとく』の担当さんと一緒にいました。担当さん

がスマホを見てこらえきれないほどの笑顔になっ

ていくので、どうしたのかと訊くと、まさかまさかの

「キノベス！2023」第１位に選ばれたとのこと。 

言葉を扱う仕事をしていながら「嬉しい」しか出

てこず、担当さんとおめでとうを言い合いました。

紀伊國屋書店は、わたしにとって特別な本

屋さんです。

今から三年ほど前のこと。ボーイズラブでデ

ビューして十年、一般文芸では二冊出していた

けれど、残念ながらその二冊はあまり売れず、わ

たしはほぼ無名の作家でした。自分の本が書

店に置いてあることのほうが珍しい、そんな中

で、初めてわたしの本のコーナーを作ってくれ

たのが紀伊國屋書店梅田本店さんだったのです。担当さんに連れられ、緊張しなが

ら挨拶にうかがった梅田本店で、初めて自著のコーナーが作られているのを見たと

き、感激して泣いてしまったのを覚えています（振り返ると少し恥ずかしい……。）

あのあと刊行した『流浪の月』、『わたしの美しい庭』も紀伊國屋書店からは 

ずっとあたたかな応援をいただき、二年前の『滅びの前のシャングリラ』では「キノ

ベス！2021」第1位をいただきました。なので今回ふたたび第1位に選出いただけ

たのは思いもよらない喜びでした。

長年ボーイズラブで男性同士の恋愛を描いてきたわたしにとって、初めて男女の

恋愛に正面から取り組んだ『汝、星のごとく』は、原点であると同時にチャレンジでも

あります。人を愛する気持ちを軸に、生きていく中で起きる様 な々問題、それらをどう選

択し、どう自らの人生を生きていくか。それらを青臭いほどの直球で問いかけた本作

に評価をいただけたことは今後への大きな励みになりました。

紀伊國屋書店のみなさま、本当にありがとうございました！

凪良ゆう  なぎら ゆう
京都市在住。2007年にBLジャンルで書籍化デビュー。代表作に21年に連続TVドラマ化された「美しい彼」シリーズ
など多数。17年、文芸作品である『神さまのビオトープ』(講談社タイガ)を刊行し高い支持を得る。19年に『流浪の
月』と『わたしの美しい庭』を刊行。20年『流浪の月』で本屋大賞を受賞。同作は22年5月に実写映画が公開された。
20年刊行の『滅びの前のシャングリラ』で2年連続本屋大賞ノミネート。最新作『汝、星のごとく』は第168回直木賞
＆2023年本屋大賞候補、2022王様のブランチBOOK大賞、そして「キノベス！2023」第１位などに選ばれている。
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「キノベス！」は過去1年間に出版された新刊を対象に、
紀伊國屋書店で働く全スタッフから公募した推薦コメン
トをもとに選考委員の投票でベスト30を決定し、お客
様に全力でおすすめしようという企画です。今年は15
名の選考委員が全社から集まった応募コメントを熟読し、
ベスト30を決定しました。
当社のスタッフが自分で読んでみてほんとうに面白いと
思った本ばかりを自信を持っておすすめします。店頭で、
ぜひお手にとってご覧ください。

価格表記は全て税込です。

凪良ゆう
講談社 1,760 円

『汝、
星のごとく』

今年、最も心を揺さぶられた物語。複雑な家庭の事情に
縛られた暁海と櫂、二人のあまりにも苦しくて切ない愛。
瀬戸内の美しい風景が浮かび星空を見上げた。
読み返すごとにいくつもの言葉が胸に刺さる。正しさや他
人は関係ない、自分の人生を歩けばいいと背中を押してく
れた。 笹倉宏美／いよてつ髙島屋店

捨ててきたのも選んできたのも自分だ。何かに縛られて
いたんじゃない、自分で縛っていたんだ。生きていくって、
どうしても不安で、時に息苦しかったりもするけれど、この
作品に出会えたことで、無意識に背負っていたものを確実
にひとつ、下ろせた気がする。 吉田咲子／徳島店

私にもっと文章力があれば本3冊分くらいは語れるのに。
そんな力はないのでとりあえずこう叫びたい。「とにかく
読んでください」共感も同情も感動もきっとそこにはない。
なのになぜか読む人の胸に響いて心を鷲掴みにして離さな
い。きっとあなたにもこの作品が必要なはずだから。 
 小泉真規子／梅田本店

とんでもない最高傑作、これは参った。慈しみながら、で
も焦るように一晩で読んだ。何度も泣いて放心して、二人
に思いを馳せた。しばらく他の本は読めないと思った。恋
愛小説かと聞かれたらそうかもしれない。でも「それだけ
じゃないんだよ！」と続けたい。それが何かを、あなたに
確かめてもらいたい。 鶴見真緒／武蔵小杉店

心の深い所を何度も引き裂くような、目を背けたい感覚に
襲われながらも作品の持つ力に包まれ涙なくしては読めな
い！この小説をジャンル別に振り分けるなら恋愛なのかも
しれないけれど凪良先生は“人”もしくは“人生”という新た
なジャンルを築き上げていると思った。その最先端がこの
小説だと。 豊永大／グランフロント大阪店

小さな島で異端の存在だったふたりが魅かれあったのは必
然なのか。いつから相手に見合う自分像との差異に苦しく
なったんだろう。愛する人はあなただけなのに……。瀬戸
内の美しい海と星空のようにこの愛は激しく厳しく、そして
穏やかに包み込んでくれた。 山崎蓮代／名古屋空港店

小説第 1 位

2023



一穂ミチ
文藝春秋 1,980円

『光のとこにいてね』

どうやってこの気持ちを表せばいいのか私にはわかりません。言
葉に出来ない気持ちや想いがこの小説には溢れています。純粋
なこの物語が、この登場人物たちが、この小説を読む皆さんが
沢山の幸せで溢れるように願ってやみません。
 辻本彩／梅田本店

「愛」や「恋」という言葉でくくられない、人を好きになるとはど
ういう事なのか、深く考えさせていただきました。出逢いは一
瞬、絆は永遠と感じる穏やかで優しい光を纏った物語。最後に
見た光景が、ずっと心の奥でまばゆい光を放っています。
 宗岡敦子／福岡本店

途中興奮しすぎて鼻血が出そうになった小説は初めてだ。読み
終えた後も、悲しいのか嬉しいのか戸惑いなのか安堵なのかな
んとも形容し難い感情が渦巻いていて、しばらく呆然としてし
まった。そしてその感動は冷めることなく私の中に生き続けてい
る。 竹下心／ゆめタウン博多店

小説第 2 位

夕木春央
講談社 1,760円

『方舟』

1ページ目から読み手の心をグッと掴もうとするエンタメ精神。
シチュエーションスリラーとミステリの楽しい融合。
この本を途中で挫折する人は、居ないんじゃないかと思います。
 橋本健志／天王寺ミオ店

クローズドサークルで連続殺人でフーダニットでホワイダニット。
散々こすり倒され手垢で真っ黒なはずのモチーフが、新しくて未
知の物語に。いや恐ろしい。犯人も作者も。ラスト、完全に油
断していた。どんでん返しというより転覆。舟だけに。
 小嶋早英子／セブンパークアリオ柏店

「地にあるものは、みな死に絶えるであろう。ただし、わたしは
あなたと契約を結ぼう。」
願わくば、あらゆる雑音を遮断し、自動人形のごとくページを捲
り、至福のラストへたどりつかんことを祈ります。
 松野享一／学術和書部

小説第 3 位
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年森瑛
文藝春秋 1,485円

『N
エ ヌ エ ー

/A』

多様性という言葉が当たり前に謳われるようになったが、
そのどの分類にも当てはまらない「私」を誰しも持ってい
る。簡単に私をくくらないで。分かった気にならないで。
肉体の奥の叫びが読みながらふつふつと湧きあがった。現
代を生きるわれわれの問題を描いた「いま」読むべき一冊。
 山田萌果／札幌本店

小説第 4 位

クリス・ウィタカー　訳:鈴木恵
早川書房 2,530円

『われら闇より天を見る』

いつかどうしようもなく行き詰まった時、この本を思い出す
だろう。思い出しても何の解決にもならないが、きっと思い
出す。砂糖のついたドーナツやマシュマロ入りのホットココ
アを、凍てついたモンタナの冬を。カリフォルニアへ続く道
を。それらはまるで自分の体験のように、闇の中によみが
えるだろう。 加部小百合／ららぽーと横浜店

小説第 5 位

小説

アンディ・ウィアー　訳:小野田和子
早川書房 各1,980円

『プロジェクト・ヘイル・メアリー 上・下』

体の全細胞が震える感動！ 心の中に色鮮やかな星々が誕
生するようで、きらめきが止まりません！ 全人類・全生命
体に読んでほしい作品です！ 宗岡敦子／福岡本店

第 6 位

エルヴェ・ル・テリエ　訳:加藤かおり
早川書房 2,970円

『異
アノマリー

常』

映像化絶対不可能。途中、何度も何度も読み返さずには
いられない。これぞ小説を読む喜び。残りのページが少な
くなるのが惜しい。しかし、果たして私は本当に昨日と同
じ私なのか。震える。 大森輝美／さいたま新都心店

小説第 7 位

作りお菓子は持って来ないで欲しいし、そのお菓子を会社
のゴミ箱に捨てないで欲しい。でもこの会社に勤めていた
ら、周りの人と同じように笑って受け取って、その場で食
べてお礼を言うと思う。 海老原歩未／新宿本店

読み手によって物語の印象が全く違う！ 正直このアット
ホームな会社が、気持ち悪くて仕方ない。早退したなら手

小説

高瀬隼子
講談社 1,540円

『おいしいごはんが食べられますように』
第 8 位

永井みみ
集英社 1,540円

『ミシンと金魚』

殴られたような衝撃を受けた。認知症の主人公による一人
称の語りは、生々しく力強い。「認知症のおばあちゃん」と
ひとくくりにしてしまっては見えてこない壮絶な生き様が描
かれている。誰にも知られず、語られず消えてゆく、市井
の人々のかけがえのない人生に思いを馳せた。
 山田萌果／札幌本店

小説第 9 位

高野秀行
集英社インターナショナル 1,870円

『語学の天才まで１億光年』

簡単そうに書いてるけど、言ってることもやってることもや
ばい、という著者の魅力が最大限に詰まった一冊。文字が
ない言語のテキストを自作する大学生って数ページで終わ
らせるエピソードじゃないと思うんですが……。
 植松野乃子／新宿本店

ノンフィクション第 10 位

又吉直樹／ヨシタケシンスケ
ポプラ社 1,650円

『その本は』

「その本は」ではじまる短編のお話が沢山詰まった一冊。
その本は二人の男が年老いても本を読みたい王様のため
に語り掛けた話の一部。笑いもあれば胸が打たれる話もあ
りページをめくる手が止まりませんでした。その本の結末
は是非皆さんの目で確かめて欲しい一冊です。
 岡佑理奈／札幌本店

小説第 11 位

小説

川野芽生
東京創元社 1,870円

『無垢なる花たちのためのユートピア』

言葉にしないと伝わらないことがあるように、物語にしない
と伝えられないことがあります。声を持つ物語はお守りな
ので、なにかあると強く握りしめて思わず傷つけてしまうの
ですが、それでも川野さんが描く物語は一緒に闘ってくれ
る、そう思うのです。 猪股康太／国分寺店

第 12 位

『光のとこにいてね』



寺地はるな
双葉社 1,650円

『川のほとりに立つ者は』

ふと心の琴線に触れる本がある。得意不得意、できるで
きないは人それぞれ違う、そんなのとっくに分かっている
はずなのに、なぜ私たちは他人に優しくできないときがあ
るのだろう？主人公の気付きがそのまままっすぐ自分に刺
さって、思いがけずポロポロ泣いていた。タイトルの続き
は是非、自分の目で。 鶴見真緒／武蔵小杉店

第 14 位 小説

町田そのこ
小学館 1,760円

『宙
そら

ごはん』

誰かと一緒に生きるということは、一緒にごはんを食べること
と同じだと思いました。おいしいごはんを作りたい、食べさせ
たい、そう思える人が自分のそばにいてくれることはとても
幸せなこと。今、自分のごはんを食べてくれる人を大切にし
たい、そう思えた１冊でした。 五味雅子／さいたま新都心店

第 15 位 小説

エッセイ

牟田都子
亜紀書房 1,760円

『文にあたる』

本や雑誌や新聞。普段何気なく読んでいる文章に、これだけ
の手間や葛藤、想いといったものが秘められている。驚異的
ですらありました。手元にある本がより愛おしく見えてきたの
も、「読む」ことについての意識が変わったのもすべてこの作
品に出会えたからこそ。特別な一冊です。吉田咲子／徳島店

第 16 位

悪口がつまらないのではない。つまらない悪口が多すぎ
るのだ。知性と教養あふれる悪口で世の中は平和になる。
多分。 田中歩／本町店

堀元見
光文社 1,650円

『教
イン テ リ

養悪口本』
ノンフィクション第 18 位

上坂あゆ美
書肆侃侃房 1,870円

『老人ホームで死ぬほどモテたい』

あの頃の私へ。なぁ死ななくてよかっただろ？ こんな言葉
に出会えるんだから。あの頃の私が粉々になって31文字
のなかにぶち込まれてここにいる。制服を着て生きること
に挑んでいるたくさんの不屈のあなたたちのもとにどうか
届いてそばにいて一緒に生きてやってくれよ、と思う。
 安倍香代／ゆめタウン徳島店

短歌第 19 位

古谷田奈月
集英社 2,090円

『フィールダー』

昨今話題になっている社会問題を全て詰め込んだといって
も過言ではなく、尚且つゲームの世界と現実とを行き来し
て物凄く複雑な話なのにどうしてこんなにも読みやすく面
白いのか！ ゲームに１ミリも興味のない私でもこんなに面
白いと思うのだから、好きな人が読んだらその興奮はいか
ばかりか……。 宮澤紗恵子／イトーヨーカドー木場店

第 20 位 小説

ミン・ジヒョン　訳:加藤慧
イ－スト・プレス 1,760円

『僕の狂ったフェミ彼女』

山ほどの鬱憤、憤り、恐怖の果てにフェミニズムに辿り着
いた彼女と、一般男性として社会を生き抜く主人公。どん
なに言葉を尽くしても分かり合えず傷付き合ってつぶれて
しまうよりは、見切りをつける方が健全かも。でもそれで
本当にいいの？あまりの面白さに大興奮。表紙のTシャツ
をつくりたい。 田中夏子／ゆめタウン広島店

小説第 21 位

小説

どん底で生きる人を支えてくれるのはむしろ、今どんな場
所で生きているかという「事実」ではなく「今日とは違う明
日があるかもしれない」「息が吸いやすい別の場所がある
かもしれない」と信じられる事「希望」を持てる事なのかも
しれません。苦しみの渦中にいるすべての人に届けたい 
1冊。 佐貫聡美／販売促進部

ブレイディみかこ
ポプラ社 1,650円

『両手にトカレフ』
第 13 位 夜になると感傷的になってあらゆる覚悟をします。そうだと

いうのに、当たり前のように朝は来て、ひかりがそのすべ
てを台無しにしてしまいます。朝が来るという現実を一緒に
怖がってくれる左川ちかの声が生き延びていくために必要
なのです。 猪股康太／国分寺店

左川ちか　編:島田龍
書肆侃侃房 3,080円

『左川ちか全集』
詩集第 17 位
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『老人ホームで死ぬほどモテたい』

高野知宙
祥伝社 1,760円

『ちとせ』

いずれ失明する未来を前にした彼女の心情の現れがリアル
に感じられるも、悲しい気持ちにならない。それは共に生
きる多くの人の想いや優しさが、彼女を支え、彼女を通し
て自らも救われていたからだと思いました。最後は万感の
音が飛び交う綺羅びやかな美しい景色が目の前に浮かび上
がってきます。 豊永大／グランフロント大阪店

小説第 22 位

小説

青山美智子
ポプラ社 1,760円

『月の立つ林で』

世間の冷たさに耐えながらも自分の道をしっかりと踏みし
めていく主人公の等身大の姿に共感しました。
 鳥居清香／佐賀店

第 23 位

呉勝浩
講談社 1,980円

『爆弾』

悪意という名の爆風が吹き荒れた後、ぽっかりあいた空恐
ろしいまでの虚無の前に、私たちは今までの自分と同じで
いられるだろうか。匿名の正義感なんて何の役にも立たな
い、起爆装置にすらなり得てしまう。身構えよ、考えろ、
それだけしかこの小説から自分を守る術はない。
 平野千恵子／イトーヨーカドー木場店

小説第 24 位

枡野浩一
左右社 2,530円

『毎日のように手紙は来るけれどあなた
以外の人からである  枡野浩一全短歌集』

何度も繰り返してきたからどこか慣れてしまった別れ。さよ
ならをしたときはあんなに悲しかったはずなのに今では思
い出の顔をしています。さよならのひとつひとつを思い出
し、忘れないように名前をつけてくれるような本にぼくは
出会ってしまいました。 猪股康太／国分寺店

短歌第 25 位

短歌

木下龍也
ナナロク社 1,980円

『オールアラウンドユー』
第 26 位

綿矢りさ
河出書房新社 1,540円

『嫌いなら呼ぶなよ』

他者の人生に関わりたい、携わりたい、応援したい。それ
が出来ないのなら傷を残したい。強烈な自己顕示欲を身近
なネット世界で満たせる時代に「そう簡単に満たせると思う
なよ？」と冷水をぶっかけられる秀作。 原口葵／梅田本店

小説第 27 位

綾崎隼
文藝春秋 1,760円

『ぼくらに噓がひとつだけ』

観る将になって早3年。知れば知るほど奨励会の厳しさを
思い知り、去る人を思い、昇段し棋士になった若人に素
直に「おめでとう」と言えない自分がいます。それに環境
や血筋が合わさると思いは更に複雑になり、ますます心が
グッと掴まれます。 池上晃子／新宿本店

小説第 28 位

小川哲
朝日新聞出版 1,540円

『君のクイズ』

「クイズとはずばり、〇〇だ」主人公が最後に言い切ったこ
の言葉の通りなら、クイズ好きに限らず誰もが読んでほし
い一冊。ですが、あなたがクイズ好きであればあるほど、
展開に共感し、そして最後の最後に「戦っていた土俵がそ
もそも違った」と打ちのめされます、きっと……。
 宮本愛望／千歳店

小説第 29 位

成田悠輔
SBクリエイティブ 990円

『22世紀の民主主義
選挙はアルゴリズムになり、政治家はネコになる』

多数派のお祭りである選挙って古くないか？というなんと
なく抱いてきた疑問に強烈で斬新な解答を叩き付ける本書
は、いままでなら拾いきれなかった小さな声・嘆きの声を
掬い上げようとする試みを提示してくれる。少し過激な気
もするが、それは未来になれば日常になるかもしれない。
 武澤勇希／厚別店

社会第 30 位

木下さんの歌は、三十一文字という肉体を得たかみさまの
こどもたち、のように思える。時に人の心を突き刺し、時
に柔く包む、そんなこどもたちはいつもあなたの周りに、
そしてこの本の中に。 黒田紗穂／天王寺ミオ店



原作:末永裕樹　作画:馬上鷹将
集英社 〈一〉～〈三〉484円  〈四〉528円

『あかね噺』

若い世代にはほとんど馴染みがない古典芸能・落語。それ
をよくもこんなにポップで楽しく描いてくれたものだと感心
してしまう！ それだけではなく、登場人物の言動・心情が
とても丁寧に表現されていて読むのが楽しい！ 個人的に
は画風がとっても好み。それだけで読んでもいい。
 武澤勇希／厚別店

コミック

石川宗生/小川一水/斜線堂有紀/伴名練/宮内悠介
講談社 759円

『ifの世界線  改変歴史SFアンソロジー』

実力派のSF作家五人が、歴史改変というテーマに挑む短
編集。あの手この手で歴史という大舞台を再構築していく
様は正しく圧巻の一言。自分では想像もできないような世
界が垣間見え、一気に視界が開ける―という、SFならでは
の楽しみを味わえる一冊。 矢島雄貴／前橋店

小説

岡田利規
新潮社 1,980円

『ブロッコリー・レボリューション』

最高にわくわくした！ 鏡の中のもう一つの世界を見ている
感じ。ブロッコリー・レボリューションがバンコクにあるカ
フェの名前だろうと、評判になっているボードゲームだろう
と、この小説は私にとって、ブロッコリーが誘致した革命
だったのだ！ 臼井沙輝子／新宿本店

小説

瀧羽麻子
ポプラ社 1,650円

『博士の長靴』

時代や空模様が変わるように、家族模様も変わっていく。
天気の研究が大好きな藤巻博士とそのまわりの人々にまつ
わるお話が、二十四節気のお祝いを絡めながら、優しく語
られていきます。読後に残るじんわりと温かな余韻がとて
も心地よい一冊です。 倉持良太／イトーヨーカドー木場店

小説

井戸川射子
講談社 1,650円

『この世の喜びよ』

彼女の作品は、自分では言葉で表せなかった感情を丁寧に
掬い取ってくれる。そしてこどもへ向ける対等な眼差しが
ある。こんなに信頼できる作家に出会えたことがたまらな
く嬉しい。 田中沙季／小田急町田店

小説

八木健治
岩波書店 3,190円

『羊皮紙の世界  薄皮が秘める分厚い歴史と物語』

丸ごと一冊「名前は知っているけど実はよく知らないもの
ランキング殿堂入り」率が高い、羊皮紙について語られた
本。羊皮紙の歴史や作り方、装飾写本について写真付き
でたっぷり楽しめます。羊皮紙、自宅でも作れるって知っ
てました？ 三谷薫／横浜店

歴史

「 キ ノ ベ ス！ 2 0 2 3 」選 考 委 員 が 選 ぶ ！
2 0 2 2 年 の 収 穫

ベスト30を選んだ選考委員に、キノベス！2023では惜しくもランク外になってしまったものの
個人的にはとってもオススメしたい１冊を挙げてもらいました。

K I N O K U N I Y A  B E S T  B O O K S  2 0 2 3



岡崎雅子
実業之日本社 1,650円

『寝ても覚めてもアザラシ救助隊』

アザラシだけと思うなかれ！ そのアザラシを助けることが
いかに大変なのかわかる。アザラシが好きな人はもっと好
きになるだろうし、アザラシに興味のない人も読んだらア
ザラシのことが気になりだすに違いない！
 吉瀧麻依子／富山店

エッセイ

柳井はづき
集英社 748円

『花は愛しき死者たちのために』

その美しさが人を狂わせ死に至らしめるのか─それとも人
の死が彼女の美しさを底上げし、死してなお狂おしい舞台
に祀りあげるのか。物語における“美”と“死”の親和性が
違和感なく溶け込む。この心の甘美なまでの想いはもはや
彼女だけのもの。その先がどこへ向かうかは誰もわからな
い。 豊永大／グランフロント大阪店

小説

早瀬耕
小学館 1,980円

『十二月の辞書』

『未必のマクベス』著者の待望の新作長編。北海道の美し
い景色と幾千の本が眠る書庫が舞台の恋愛ミステリー。喪
失を抱える登場人物が前を向く物語でもあり、作品世界に
ずっと浸っていたいと思わせられる雰囲気のいい小説。
 河井洋平／広島店

小説

荻堂顕
新潮社 2,090円

『ループ・オブ・ザ・コード』

きた。ついにきた。未来への希望が暗闇を切り裂いて光っ
た。この数年の地獄のような世界の先に人間の優しさが
光ってみえる。照らされて世界が変わったと思った。信じ
て生きたい、と思った。 安倍香代／ゆめタウン徳島店

小説

瀬尾まいこ
双葉社 1,540円

『夏の体温』

私のおすすめは「魅惑の極悪人ファイル」です。瀬尾さん
らしからぬ、しかしやはり瀬尾さんの描かれる優しさがにじ
み出てしまっている作品。とても可愛らしいストーリーでし
た。 鳥居清香／佐賀店

小説

原作:ずいの　漫画:系山冏
講談社 〈１〉～〈５〉 各726円

『税金で買った本』

本好きなら誰でも行った事のある図書館の裏側を、個性豊
かなキャラクターでコミカルに描いた本作。「知る」事の大
切さや楽しさがぎゅっと凝縮された一冊です。
 藤元克巳／熊本はません店

コミック

『百木田家の古書暮らし』
冬目景
集英社 〈１〉～〈２〉 各715円

古書の街神保町。独特の穏やかな時間の流れとそこで古
書店を営む三姉妹の「日常」が妙に心地よく、リアルな古
書店の描写は読者を「非日常」の世界へ誘ってくれる。不
器用な恋のもどかしさもまた、セピア色に包まれ愛おしく
思える作品。 三石耕三／堺北花田店

コミック

浅倉秋成
双葉社 1,815円

『俺ではない炎上』

Twitter拡散による闇部分の恐ろしさがたいへん身に染み
る作品でした。炎上疑惑で逃げ回る中年主人公の様子が
心苦しい。スピード感、ミスリード、伏線回収、さらなる
どんでん返しでラストを叩き込む構成がとても面白かった
です。読後の考察も楽しめました。
 藤野智子／アリオ鳳店

小説

武澤勇希 厚別店
矢島雄貴 前橋店
石井温己 流山おおたかの森店
臼井沙輝子 新宿本店
倉持良太 イトーヨーカドー木場店
田中沙季 小田急町田店
三谷薫 横浜店
吉瀧麻依子 富山店
豊永大 グランフロント大阪店
三石耕三 堺北花田店

藤野智子 アリオ鳳店
河井洋平 広島店
安倍香代 ゆめタウン徳島店
鳥居清香 佐賀店
藤元克巳 熊本はません店

［事務局］ 
佐貫聡美 販売促進部
齋藤敦子 販売促進本部
松倉建太朗 ブランド事業戦略部

＜キノベス！2023選考委員会＞ 
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キノベス！キッズ2023の第１位に「大ピンチ

ずかん」を選んでいただき、光栄です。たくさ

んの人が、自分に心当たりのある大ピンチを本

の中に見つけて「それ、あるある！」と楽しん

でくれたという証ですね。うれしいです。

この本は、わたしが、日々大小さまざまな失

敗をするわが家の子どもたちを観察している中で

生まれました。些細なことでも、初体験の子ど

もたちにとっては大ピンチなんですよね。親が救

いの手を差しのべたり、一緒に解決してあげる

のもいいですが、頼りっきりになられるのも困り

もの。子どもたちには、大ピンチに見舞われて

も、それを自分の力で乗り越える強さを身につ

けてもらいたい！ そのためには、大ピンチに慣

れ親しんで、大ピンチに直面しても心の平静を

保ち、客観的に状況を把握することが必要になります。「あっ、今オレ、大ピンチ

だ！」「大ピンチレベル50越えだ！」「よくある大ピンチで星４つ！」とか、そんな

ことを言っているうちに「あれ、なんだか心のドキドキが収まったよ」なんていうふう

に感じられればしめたもの。もう失敗の後始末も上手に自分でできるはず！ 

まあ、そんなふうに全部が全部これ一冊でうまくいくとは限りませんが、少なくと

も、ヒステリックな状況に、笑いの花を一輪咲かせることはできるはずです。

この本を推していただいたみなさんがおそらくそうであったように、子どもだけで

なく、大人にも誰にでも大ピンチの心当たりはあるはずです。わたしは先日、父親

手作りピザを家族に取り分けるときに、ほぼ毎回チーズがずり落ちるという大ピンチ

に見舞われました。もう、がっくりです。こんなふうに、いったん本から離れても、

大ピンチ体験を語り合ってもらうことで、人と人との距離が縮まれば、それもまた

作者としては幸せなことです。

この度はすばらしい賞をありがとうございました。

鈴木のりたけ  すずき のりたけ
1975年、静岡県浜松市生まれ。グラフィックデザイナーを経て絵本作家となる。『ぼくのトイレ』（PHP研究所）で第
17回日本絵本賞読者賞。『しごとば　東京スカイツリー』（ブロンズ新社）で第62回小学館児童出版文化賞受賞。第２回 
やなせたかし文化賞受賞。ほかの作品に「しごとば」シリーズ、『たべもんどう』「おでこはめえほん」シリーズ（ブロンズ
新社）、『ぼくのおふろ』『す～べりだい』『ぶららんこ』『ぼくのがっこう』（PHP研究所）、『おしりをしりたい』『カ どこいっ
た？』『大ピンチずかん』（小学館）、『かわ』（幻冬舎）、『とんでもない』『なんでもない』（アリス館）、『うちゅうずし』（角
川書店）などがある。「しごとば」シリーズではスケッチブックとカメラを手に様々な仕事の現場に潜入取材し、独自の視
点と遊び心あふれる手法で仕事を切り取った内容は、老若男女問わず好評を博している。千葉県在住。２男1女の父。



「キノベス！キッズ」は、「未来へつなぐこの 
１冊」児童書・絵本ベスト10として過去1年間
に出版された新刊児童書・絵本を対象とした
新企画です。
17名の選考委員が全社から集まった推薦コメ
ントを熟読し、ベスト10を決定いたしました。
埋もれがちな新刊や新人作家さんを応援し、
大人の方にも気軽に手に取ってもらえる機会
を与えられる賞を目指します。店頭で、ぜひ
お手にとってご覧ください。
＊昨年は特別企画として既刊を含む書籍を対象といたしました。

鈴木のりたけ
小学館 1,650円

『大ピンチ
ずかん』

第 1 位

ピンチはチャンス！
あー、子どものころ、こんなピンチあったよね、
と、ピンチを笑える大人にも。
今まさにピンチのお子様にも。
 粟谷知子／ゆめタウン廿日市店

一寸先は闇。平時の今こそ、身の回りのピンチを俯瞰して
おこうという意欲作。ピンチ連発の少年と同年代の読者に
とにかくウケています。少年の頃から人生やり直したいと
思っている大人にもぜひ読んでもらいたい！
 山﨑均／西日本設備営業部

ひとりで読んでも、友達と読んでも、きょうだいで読んで
も、親子で読んでも、みんなで読んでも、誰と読んでも、
絶対楽しめる、笑える、最高楽しいあるある絵本！ じんせ
いは大ピンチばかりですね……。この絵本を読んでおとな
もこどもも元気を出そう！ 千葉拓／ららぽーと横浜店

子供も大人も遭遇する大ピンチにひたすら共感します。解
決方法を色々考えたらピンチをチャンスに変える事が出来
るかもしれません。 三浦和実／北海道地区業務センター

「ストローがとれない」「テープのはしがみつからない」鈴木
のりたけさんの描かれるコミカルで大ピンチな挿絵にきっと
「あ～！ あるある！」とお子さんも大人も深く頷いてしま
うこと間違いなし！ ページを捲れば思わずくすりとしてしま
う、是非色んな方に読んでほしい愛すべき一冊です。
 築地葵／横浜店

面白おかしい絵本として傑作だが、私もいつ大ピンチに陥
るか分からない。私なりの大ピンチをまとめて対策を立て
ておかねば。コンタクトが裏返し、残り少しのハンドクリー
ムが出てこない、洗剤をぶちまけた、目覚めたら昼過ぎ
だった……（頭を抱える）皆でこの本を読み、来る大ピンチ
に備えよう！ 髙橋和樹／ゆめタウン廿日市店



『きみのことがだいすき』

『さかなくん』

第 2 位

第 3 位

いぬいさえこ パイ インターナショナル 1,320円

しおたにまみこ　 偕成社 1,430円

にんげんも、他の動物もいる小学校に通う、さかなくんの日常がとて
も愛おしい。苦手なことや、むっすりしてしまうこともあるけれど、お
ともだちとの関係もあたたかくて、ほっこり優しい気持ちになれる絵本
です。 笹倉宏美／いよてつ髙島屋店

みずの外では暮らせないさかなくん、万全の準備をしていざ学校へ。
だいたい学校が好きなさかなくんが唯一嫌いな体育の授業で転んでし
まい……。お互いを羨ましく思う気持ち、優しく手を差し伸べてくれる
友達、それでも大変だけど助け合って進めば昨日よりも今日の方がも
う少し笑顔になれるかな。 瓜生春子／川越店

肩の力をゆるめる時に開きたい、止まり木のように優しい絵本です。
言葉にできない思いに寄り添い、ふんわり、ぎゅうっと甘えさせてくれ
ます。読み終えた後「私はあなたの味方だよ」そんな声が聞こえてきそ
うな、健気に頑張る人に贈りたい一冊。 山本佑佳／中部営業部

すきとおる瞳と繊細な絵がやさしく包んでくれる
すべてを肯定してくれる
伝えきれない思いを
絵本を借りて伝えたくなる一冊 宮崎るみ子／加古川店

１ページ１ページが心に染み渡る、やさしい絵と言葉のお話です。子ど
もはもちろん、大人への贈り物としても喜ばれる一冊だと思います。何
かに躓いたときに心の味方になってくれる、そんな絵本です。
 渡辺由紀／仙台店

しおたにまみこさんの絵本はファンタジーなんだけどどこかちょっぴりリ
アル。そのちょっぴりリアルがさかなくんのかわいさを倍増させてるん
じゃなかろうか。さかなくんが走りにくかったりする様も励ましにきてく
れたお友達がびちょびちょのまま帰る様もまるごと抱きしめたくなるほど
愛しい絵本。 竹下心／ゆめタウン博多店



たなかひかる
ポプラ社 1,595円

『ねこいる！』
わたしが５歳だったなら……3時間半は笑いっぱなしだったで
しょう
幸い大人なので「ふふっ」で収めることができました
鼻の穴、ボールペンの先……ついついねこの『ババーン』を
探しました 澁谷由佳／仙台店

第 4 位

ザ・キャビンカンパニー
あかね書房 1,650円

『がっこうにまにあわない』
こんなにスピーディーでスリリングで不思議な世界見たことな
いっ‼ 通学路にワニ⁉ 歩道橋が迷路のよう⁉
夢か現か？ 手に汗握る怒涛の13分！ 時間が無い時のあの
ジリジリとした焦燥が伝わってきます……！
はたして男の子は学校に間に合ったのか？ ぜひ絵本で確かめ
てみてください！ 野澤真由／笹塚店

第 5 位

柴田ケイコ
KADOKAWA 1,430円

『パンどろぼう
 おにぎりぼうやのたびだち』

おにぎり屋さんを営むおにぎり一家の“おにぎりぼうや”は、毎
日毎日おにぎりばかりの生活にうんざり。家をとびだした“おに
ぎりぼうや”が出会った、運命を変えるあるモノとは⁉ 衝撃の
展開に、読み聞かせている私の方が「えーっ！」となりました。 
1作目も読み返したくなる新作です。 西尾祥子／泉北店

第 6 位

田中達也
白泉社 1,430円

『おすしが ふくをかいにきた』
おすしが⁉ ふくを⁈ かいにきたーーー？？？
なになに？となる題名を裏切らない、田中達也さんの見立て
の世界が存分にあふれています。
細部までこだわりぬかれたおすし達のお買い物をじっくりご覧
くださいませ！ 松田ありか／金沢大和店

第 7 位

tupera tupera
ブロンズ新社 1,430円

『ねずみさんのパンツ』
1歳の孫に買って帰ったその日から、毎日読まされています。
多い日には5回6回続けて読まされます。朝昼晩と読まされま
す。とうとう“ぱんちゅ”と言えるようになりました。この絵本
のおかげです。「ばあば！ ぱんちゅ！」言葉と笑顔が増えるね
ずみさんのぱんつおススメです。 藤野優子／ゆめタウン廿日
市店

第 8 位

作:あさのますみ 
絵:よしむらめぐ
教育画劇 1,540円

『ヨルとよる』
黒猫とねずみ、お互いが知っている“よる”を紹介することで
見えてくる今まで知らなかった“よる”の姿。
絵もすごくかわいらしくて引き込まれます。
読んだ人はどんな“よる”を思い浮かべたのか話してみたくな
るのではないでしょうか。 中田理恵／金沢大和店

第 9 位

たなかひかる
文響社 1,265円

『おばけのかわをむいたら』
「おばけにかわなんてあるの？」と首をかしげながらページを
開いたら最後、たなかワールドから抜け出せなくなります。お
こさんがきっとゲラゲラわらいます。
 小山奈津子／プライムツリー赤池店

第 10 位



「 キノベ ス！キッズ 2 0 2 3 」選 考 委 員 が 選 ぶ ！
未 来 へ つ なぐこ の１冊

ベスト10を選んだ選考委員に、キノベス！キッズ2023では惜しくもランク外になってしまったものの
個人的にはとってもオススメしたい１冊を挙げてもらいました。

shimizu
マイナビ出版 1,430円

『どうぶつどこ？』

おいしそうなパフェのなかや、びゅんびゅん走る車のなか
によく見ると可愛いどうぶつがかくれています。ファースト
ブックとしてもおすすめです。 葉石麻実／国分寺店

絵本

もとやすけいじ
佼成出版社 1,430円

『リスタクシー』

木登り上手のリスがタクシーに！ 移動がまるでジェットコー
スターのようで最高に楽しそう！ 運賃がドングリひとつな
のもかわいいです。（私はリアルドングリを見かける度に、
これでリスタクシーに乗れるかも……と想像して笑顔になり
ます）ユーモアたっぷりの細かい描き込みを隅々まで楽しん
で！ 野澤真由／笹塚店

絵本

志村まゆみ
教育画劇 1,320円

『コロッケころくまくん』

合言葉は「やります、やってみまーす！」主人公のチャレン
ジ精神が半端ない（すごい……）おいしいコロッケになる
ために溶き卵の池に飛びこんだり、油の温泉に浸かったり
……立ち止まっている暇はない。とにかくやります、やって
みまーす！ なのだ！ せき込む描写がやたらえぐいのがまた
面白くて……。 石川陽子／流山おおたかの森店

絵本

文・構成:増田明代　監修:山口耕生
講談社 2,310円

『知りたい！ 行ってみたい！ なぞとき絶景図鑑』

世界中の絶景名所がたくさん掲載されていて、なぜその場
所にその絶景が生まれたのか、なりたちの解説もわかりや
すい。実際に見ることができたらどれだけ感動するんだろ
う……と世界に思いを馳せてしまう一冊です。
 新宮修子／新宿本店

児童書

みやこしあきこ
偕成社 1,540円

『ちいさなトガリネズミ』

働きもののトガリネズミの日常の短いお話です。日々の暮ら
しを丁寧にいきていて微笑ましくもあり、羨ましいと思いま
した。ルービックキューブをする曜日があって本当に可愛ら
しい‼ 室和未／仙台店

児童書

ブリッタ・テッケントラップ　訳:木坂涼
ひさかたチャイルド 1,430円

『かえりみち』

家に帰る途中、「ねえねえ、ちょっと待って」と色々な事が
気になる小さなハリネズミ。何度も繰り返される「ちょっと
待って」に最後まで寄り添う大きなハリネズミの優しさが伝
わってくる一冊です。 工藤由起子／札幌本店

絵本

歌代朔
あかね書房 1,650円

『スクラッチ』

自分の力ではどうにも出来ない現実ばかりに飲み込まれて
きたここ数年。諦めたつもりでなんとかやり過ごしてきたつ
もりでいたら、この本に往復ビンタをくらった。痛かったけ
ど目が覚めた。目を逸らさなければしっかり諦めることもで
きる。もちろん諦めないこともね。 花田優子／横浜店

児童書

フィリップ・スティ－ル　訳:岡本由香子
ライツ社 1,540円

『ミイラの地下墓地から大脱出』

舞台は、いまから3,000年前の「古代エジプト」。これぞ、
本の魅力を最大限に生かした脱出ゲーム‼ 脳をフル回転さ
せて脱出を目指そう。主人公はキミ‼ 瓜生春子／川越店

児童書



文:湯本香樹実　絵:酒井駒子
河出書房新社 1,650円

『橋の上で』

なんだかモヤモヤと気持ちが落ち着かなくて、心が疲れて
しまった時、ぎゅっと耳をふさいで目を閉じて、自分だけ
の「みずうみ」が見えたら、もう一度ゆっくりと前に進めそ
う。時には立ち止まる事も大切だと教えてくれた一冊です。
 笹倉宏美／いよてつ髙島屋店

絵本

はせがわゆうじ
中央公論新社 1,540円

『もうじきたべられるぼく』

お子さんに読ませたいか、賛否あると思います。食育の本
のようで、それだけではない。食べること、生きること、
自分のいのちも、誰かのいのちも全部大切だと教えてくれ
る。世界が平和になれば良いなと願いたくなる絵本です。
 西尾祥子／泉北店

絵本

文:こまつのぶひさ　絵:はたこうしろう
童心社 1,430円

『まいごのモリーとわにのかばん』

私も、ワニの鞄とおでかけしてみたい！ 不思議な喋るワ
ニの鞄と、羊のモリーの掛け合いが、面白くて癖になる！
パン屋さんで色々なパンがずらっと並んでいるシーンでは、
私の食べたいパンを真剣に探してしまいました。今年一番
ワクワクした絵本！ 深澤彩香／エブリイ津高店

絵本

まつおりかこ
小学館 1,100円

『ピカチュウとよるのたんけん』

やわらかくかわいいタッチで描かれたポケモンたちのモンポ
ケえほんシリーズの第二弾！ 大好きなゴーストタイプがた
くさん見られる『ピカチュウとよるのたんけん』、おすすめ
です！ 吉弘空瑠美／久留米店

絵本

文:嶺重慎　絵:倉部今日子
福音館書店 1,430円

『ブラックホールってなんだろう？』

子ども向けの絵本とあなどるなかれ。ブラックホールの秘
密がぎゅっぎゅっとつまっている。私たちが普段見上げる夜
空の美しい星たちを生み出しているのが、ブラックホール
かもしれない、そしてブラックホールのげっぷかもしれない
と考えたら夜も眠れなくなりませんか。
 竹下心／ゆめタウン博多店

絵本

監修:神永曉
講談社 2,750円

『日本のことばずかん かず』

「おびただしい」「いちあく」この言葉を説明できますか？ 
日本の数を表す言葉が美しい写真や浮世絵で分かりやすく
紹介されています。言葉の紹介だけでなく、日本が誇る科
学の分野や芸術、文化も知ることが出来ます。何より眺め
ているだけでとっても楽しい！ 松田ありか／金沢大和店

絵本

作:東直子　絵:町田尚子
岩崎書店 1,650円

『わたしのマントはぼうしつき』

とにかく絵が素敵で、見ているだけで癒される。大切に
読み深めたい絵本、という事で選びました。言葉少なくて
も、いろんな物語を感じられるのが、絵本の大好きな所の
一つ。この絵本に出てくる動物達の物語の続きを、ぜひ読
んでみたいです。親子で一緒に想像しながら、大切に読み
たい1冊です。 時しずえ／高槻阪急店

絵本

いとうみちろう
永岡書店 1,430円

『恐竜バス』

子供に人気の恐竜とのりものと仕掛けが一緒になった夢の
コラボ作品です。 割田彩子／ららぽーと横浜店

絵本

伊佐久美
講談社 1,540円

『タコとだいこん』

大根運びに無心なタコ。ずるずると一歩一歩（？）進む姿
に、なぜだか妙に惹きつけられます。夜の静けさも心地い
い一冊。大根を食べて満足した様子のタコを見て、私も同
じ顔になりました。 河本絵美／梅田本店

絵本

工藤由起子 札幌本店
室和未 仙台店
瓜生春子 川越店
新宮修子 新宿本店
石川陽子 流山おおたかの森店
野澤真由 笹塚店
葉石麻実 国分寺店
花田優子 横浜店
割田彩子 ららぽーと横浜店
松田ありか 金沢大和店
河本絵美 梅田本店

時しずえ 高槻阪急店
西尾祥子 泉北店
深澤彩香 エブリイ津高店
笹倉宏美 いよてつ髙島屋店
竹下心 ゆめタウン博多店
吉弘空瑠美 久留米店

［事務局］
松井清正 販売促進部
原田千明 ブランド事業戦略部
松倉建太朗 ブランド事業戦略部

＜キノベス！キッズ2023 選考委員会＞ 





撮影：熊谷円

こ
の
た
び
は
大
変
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
布
団
の
中
か
ら

蜂
起
せ
よ
』
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
布
団
の
中
の
み
な
さ
ま
に
、
ま
ず
は
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
本
を
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
揺
ら
ぎ
の
あ
る
生
を
生
き
る
人
の

た
め
に
、
今
生
き
て
い
る
の
が
し
ん
ど
い
と
感
じ
て
い
る
全
て
の
人
の
た
め
に
書
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ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち

│
も
し
か
す
る
と
あ
な
た

│
に
向
け
て
、
本
書
は
黙
っ
て
開
か
れ

た
扉
と
し
て
、
誰
か
が
飛
び
込
ん
で
く
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

副
題
に
あ
る
ア
ナ
ー
カ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
合
体

し
た
言
葉
で
、
国
家
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
力
を
否
定
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

否
定
す
る
思
想
を
指
し
ま
す
。
ア
ナ
ー
カ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
革
命
は
流
動
的
で
水
平
的
な

共
同
体
を
い
く
つ
も
作
り
出
し
、
人
の
生
存
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
で
し
ょ
う
。

国
家
・
差
別
が
な
い
社
会
は
想
像
で
き
な
い
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お
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
を
可

能
な
も
の
と
し
て
想
像
す
る
営
為
こ
そ
、
ア
ナ
ー
カ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
パ
ワ
ー
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
信
じ
な
け
れ
ば
、
何
事
も
始
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。
ま
ず
は
今
の
世
の
中

と
は
違
う
形
の
世
の
中
が
可
能
で
あ
る
と
、
共
に
想
像
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に

現
状
に
対
す
る
抵
抗
の
意
志
を
持
っ
て
生
き
延
び
る
こ
と
は
、
す
で
に
／
常
に
革
命
的
な
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
く
り
か
え
し
「
生
存
は
抵
抗
だ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

読
者
を
生
へ
と
扇
動
し
ま
す
。
私
を
含
め
、
日
々
布
団
の
中
に
力
な
く
横
た
わ
っ
て
拳
を
握

り
し
め
る
ほ
か
な
い
人
た
ち
こ
そ
、
革
命
の
主
体
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
政
治
・
社
会
状
況
は
、
人
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
価
値
を
ま
っ
た
く
も
っ
て
軽

視
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
私
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
あ
な
た
に
死

な
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
振
る
う
の
は
、
と
て
も
無
責
任
か
つ
暴
力

的
な
こ
と
だ
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
あ
な
た
に
生
き

て
い
て
ほ
し
い
と
言
い
た
い
で
す
。
生
き
延
び
て
、
新
し
い
社
会
を
共
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

高島鈴  たかしま りん
1995年、東京都生まれ。ライター、ア
ナーカ・フェミニスト。「かしわもち」（柏
書房）にて「巨大都市（メガロポリス殺
し）」、『シモーヌ』（現代書館）にてエッセ
イ「シスター、狂っているのか？」を連載
中。ほか、『文藝』（河出書房新社）、『ユ
リイカ』（青土社）、『週刊文春』（文藝春
秋）、山下壮起・二木信編著『ヒップホッ
プ・アナムネーシス―ラップ・ミュージッ
クの救済』（新教出版社、2021年）に寄
稿。中世社会史研究者としては、本名で
ある杉浦鈴名義で方法論懇話会編『療法
としての歴史〈知〉―いまを診る』（森
話社、2020年）に寄稿している。

高島鈴さん 特別寄稿
大賞『布団の中から蜂起せよ─アナーカ・フェミニズムのための断章』



大賞

高
島
鈴

人
文
書
院
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団
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ら
蜂
起
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ア
ナ
ー
カ
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ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
た
め
の
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章
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健
康
で
健
全
で
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
平

均
的「
普
通
」か
ら
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど

の
人
間
が
は
み
出
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
は
み
出
て
し
ま
う
こ
と
に
病
む
人
に

も
、
強
さ
を
信
じ
て
い
る
人
に
も
読
ん
で

ほ
し
い
。
こ
ん
な
に
す
べ
て
の
人
に
優
し

い
本
は
初
め
て
読
ん
だ
。 

匿
名
希
望
さ
ん

布
団
か
ら
起
き
上
が
れ
な
い
。
そ
ん
な

極
限
状
態
を
知
っ
て
い
る
人
に
こ
そ
生
き

て
い
て
ほ
し
い
と
手
を
さ
し
の
べ
、
共
に

蜂
起
せ
よ
と
こ
の
本
は
叫
ぶ
。
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
も
な
く
て
も
、

何
ら
か
の
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
に
と

に
か
く
、
と
に
か
く
読
ん
で
欲
し
い
。
今

年
一
番
の
お
守
り
で
す
。

 

阿
波
野
茜
／
梅
田
本
店

社
会
と
自
身
の
あ
い
だ
の
軋
轢
を
書

き
つ
く
し
、
ま
た
徹
底
的
に
考
え
ぬ
い
た
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ッ
セ
イ
。
筆
者
は「
生
き
づ
ら
さ
」と

い
う
言
葉
に
収
斂
せ
ず
、
だ
れ
も
が「
生

き
ら
れ
る
」
社
会
を
求
め
続
け
る
姿
勢
を

崩
さ
な
い
。
生
き
る
の
が
辛
く
嫌
な
事

が
多
い
世
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中
で
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じ
け
そ
う
に
な
っ
て

も
、
己
の
言
葉
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ぎ
澄
ま
せ
て
ギ
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ギ

ラ
と
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撃
の
機
会
を
伺
っ
て
い
る
、
ま
さ
に

「
身
を
削
っ
た
」よ
う
な
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章
に
痺
れ
た
。
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今
年
一
番
待
っ
て
い
た
著
者
に
よ
る
単

著
。
ど
ん
な
に
弱
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て
も
、
人
生
の
あ
ら

ゆ
る
シ
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に
介
在
し
て
く
る
権
力
に
わ

ず
か
で
も
抗
う
こ
と
全
て
を
、
抵
抗
の
意

志
を
持
っ
て
た
だ
生
存
す
る
こ
と
そ
の
も

の
を
、
抵
抗
と
呼
び
、
革
命
的
行
動
で

あ
る
、
と
断
言
す
る
。
そ
れ
は
、
他
人
の

た
め
に
、
少
し
で
も
こ
の
世
を
マ
シ
な
方

向
に
動
か
す
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
優
し
く
、
同
時
に
厳
し
い
ア
ジ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
他
に
知
ら
な
い
。
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「読者の皆さまと共に優れた人文書を紹介し、魅力ある『書
店空間』を作っていきたい」―との思いから立ち上げた
「紀伊國屋じんぶん大賞」は、今年で13回目を迎えました。
おかげさまで、本年もたくさんのご応募と推薦コメントをお
寄せいただきました。一般読者の方々からいただいたアン
ケートを元に、出版社、紀伊國屋書店社員による推薦を加
味して事務局にて集計し、ベスト30を選定いたしました。

＊ 2021年11月以降に刊行された人文書を対象とし、2022年11月1
日～ 11月30日の期間に読者の皆さまからアンケートを募りました。 
当企画における「人文書」とは、「哲学・思想、心理、宗教、歴史、社
会、教育学、批評・評論」のジャンルに該当する書籍（文庫・新書も可）
としております。
＊ 推薦コメントの執筆者名は、一般応募の方は「さん」で統一させていた
だき、選考委員は 、紀伊國屋書店一般スタッフは所属部署を併記し
ています。

価格表記は全て税込です。
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三
木
那
由
他

講
談
社

 

１
４
３
０ 

円

千
葉
雅
也

講
談
社

 

９
９
０ 

円

『
言
葉
の
展
望
台
』

『
現
代
思
想
入
門
』

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
分
断
が
絶
え
な
い
今
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

改
め
て
意
識
さ
せ
ら
れ
る
場

面
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
哲

学
者
の
目
か
ら
見
た
日
常
の

風
景
は
私
た
ち
に
と
っ
て
多

く
の
示
唆
に
富
む
。

 

林
下
沙
代

哲
学
に
触
れ
て
い
る
と
、

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
し
て
き

た
こ
と
も
多
い
。
そ
ん
な
ア
レ

（
デ
リ
ダ
や
フ
ー
コ
ー
）や
コ

レ（
超
越
論
的
や
否
定
神
学

シ
ス
テ
ム
）を
明
快
に
、
そ

し
て
何
よ
り
も
哲
学
に
よ
っ

て
世
界
の
認
識
が
変
わ
る
こ

と
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
か

た
ち
で
説
明
し
て
く
れ
る
の

で
、
蒙
を
啓
か
れ
る
快
感
に

満
ち
た
一
冊
。 

辻
宜
克
さ
ん

普
段
何
気
な
く
感
じ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
モ
ヤ
モ
ヤ
を
言
語
化
し

て
分
析
す
る
本
に
は
じ
め
て

出
会
い
ま
し
た
。
言
語
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
で
す
。

 

前
田
丘
人
さ
ん

言
葉
は
、
人
を
救
う
こ
と

も
で
き
る
が
、
と
き
に
ナ
イ

フ
に
も
な
り
得
る
。
そ
の
言

哲
学
史
の
中
で
も
と
り
わ

け
理
解
し
づ
ら
い
現
代
思
想

を
、
実
践
的
な
側
面
か
ら
体

系
的
に
捉
え
な
お
す
画
期
的

な
一
冊
。
難
解
な
諸
概
念
に

つ
い
て
、
論
理
的
欠
陥
の
な

い
明
晰
な
定
義
で
は
な
く
、

そ
の
概
念
が
生
ま
れ
る
に

至
っ
た
背
景
や
具
体
的
・
現

実
的
状
況
を
用
い
て
説
明
し

て
お
り
、
そ
の
鮮
や
か
な
手

腕
に
脱
帽
。 

小
山
大
樹

葉
を
媒
介
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
起
こ

る
違
和
感
を
、
日
常
生
活
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
か
ら
拾

い
上
げ
、
丁
寧
に
見
つ
め
た

一
冊
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、

あ
な
た
と
わ
た
し
の
間
で
起

き
た
言
葉
の
や
り
取
り
を
見

つ
め
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、

社
会
を
見
つ
め
る
こ
と
に
通

じ
て
い
る
。

 

山
田
萌
果
／
札
幌
本
店

今
年
の
人
文
書
を
語
る
に

は
、
や
は
り
こ
の
一
冊
を
除

く
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。
二
項
対
立
の
脱
構
築

を
主
軸
と
す
る
こ
と
で
、
デ

リ
ダ
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
フ
ー

コ
ー
を
読
み
解
き
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
リ
ア
リ
テ
ィ
、
世

俗
的
な
深
さ
を
語
る
入
門

書
。
現
代
思
想
の
入
り
口
と

し
て
最
適
な
一
冊
だ
と
思
い

ま
す
。 

ほ
し
さ
ん

第

2
位

第

3
位

じんぶんくん



吉
川
浩
満

紀
伊
國
屋
書
店 

１
９
８
０ 
円

『
哲
学
の
門
前
』哲

学
っ
て
要
す
る
に
何
な
の
？
と
常
々
思
っ
て

い
た
が
、
哲
学
の〝
門
前
書
〞と
い
う
こ
と

で
、
私
に
も
わ
か
る
か
な
？
と
読
ん
で
み
た
。

テ
ー
マ
別
に
体
験
と
考
察
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
、
普
通
に
と
て
も
面
白

く
、
興
味
深
く
、
そ
し
て
何
よ
り
と
っ
て
も
読
み
や
す
い
。
そ
し
て
、
哲

学
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
か
も
？
と
、
自
分
も
自
身
の
身
の
回
り
で
お
き
た

〝
？
？
〞に
対
し
、
ち
ょっ
と
哲
学
し
て
み
よ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
の
が

す
ご
い
。 

匿
名
希
望
さ
ん

第 

5 

位

児
玉
聡

明
石
書
店 

２
４
２
０ 

円

『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
哲
学
者
奇
行
』

逍
遥
し
て
い
る
の
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
街

並
み
か
、
20
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
哲
学
か
。
い

や
実
は
歩
い
て
い
る
の
は
哲
学
者
の
頭
の
中

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
哲
学
者
は
変
人
・
奇
人
ば
か
り
と
は
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
意
外
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
っ
て
知
ら
な
い
も
の
で
す
。
ど
う

ぞ
、
思
う
存
分
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

髙
部
知
史

第 

6 

位

林
志
弦
／
澤
田
克
己（
訳
）

東
洋
経
済
新
報
社 

３
５
２
０ 

円

『
犠
牲
者
意
識
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム  

国
境
を
超
え
る「
記
憶
」の
戦
争
』

な
ぜ
日
韓
に
限
ら
ず
世
界
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
憶
の
政
治
が
解
き

放
た
れ
る
の
か
。
ド
イ
ツ
歴
史
家
論
争
の
21

世
紀
版
の
よ
う
な
重
厚
な
議
論
で
、
一
方
的
な
加
害
者
か
被
害
者
か
の

立
場
を
超
え
て
困
難
な
記
憶
と
向
き
合
う
思
考
の
極
点
を
示
し
、
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
な
い
過
去
か
ら
未
来
へ
の
対
話
を
開
く
、
韓
国
の
人
文
学
者

の
注
目
書
。 

野
間
健
司

第 

7 

位

大
澤
絢
子

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

１
７
６
０ 

円

『「
修
養
」の
日
本
近
代  

自
分
磨
き
の
１
５
０
年
を
た
ど
る
』

手
に
取
り
や
す
い
作
り
で
あ
り
な
が
ら
、「
修

養
」の
変
容
か
ら「
自
己
責
任
論
」で
お
お
わ

れ
た
現
在
ま
で
の
精
神
史
を
描
く
力
作
。
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
し
め
く
く
り
は
圧
巻
。 

大
籔
宏
一

第 

8 

位

荒
井
裕
樹

現
代
書
館 

１
９
８
０ 

円

『
凜
と
し
て
灯
る
』１

９
７
４
年
に
起
き
た「
モ
ナ
リ
ザ
・
ス
プ

レ
ー
事
件
」の
社
会
的
背
景
を
当
時
の
資
料

や
当
事
者
の
証
言
か
ら
丁
寧
に
記
し
た
良

書
。
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
行
動
の
浅
薄
さ
に
冷
た
い
視
線
を
向
け
る
こ
と

は
容
易
い
が
、
そ
の
裏
に
あ
る
誰
か
の
苦
し
み
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を

教
え
て
く
れ
る
一
冊
。 
出
口
優
夏

第 

9 

位

ユ
ク・ホ
イ
／
伊
勢
康
平（
訳
）

ゲ
ン
ロ
ン 

３
３
０
０ 

円

『
中
国
に
お
け
る
技
術
へ
の
問
い 

宇
宙
技
芸
試
論
』

西
洋
哲
学
へ
の
深
い
知
見
の
う
え
で
、
東
洋

哲
学
の
知
見
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
根
本
的

に
問
い
な
お
す
本
。
独
創
的
な
問
題
意
識
と

壮
大
な
思
考
は
、
国
内
で
類
を
見
な
い
。
京
都
学
派
も
正
面
か
ら
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
日
本
で
読
ま
れ
る
べ
き
一
冊
。
現
代
中
国
の
状
況
に
も
目

配
せ
さ
れ
て
お
り
、
文
体
も
平
易
な
の
で
読
み
や
す
い
。

 

匿
名
希
望
さ
ん

第 

10 

位

柄
谷
行
人

岩
波
書
店 

３
８
５
０ 

円

『
力
と
交
換
様
式
』

「
生
産
様
式
」で
は
な
く
、
多
く
が
見
逃
し
て

い
た
と
い
う「
交
換
様
式
」に
つ
い
て
、『
資

本
論
』を
中
心
に
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
を

は
じ
め
と
し
た
思
想
家
た
ち
の
著
作
を
読
み
解
き
、
こ
の
危
機
の
時
代

に
新
た
な
希
望
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
大
作
。
世
界
の
歴
史
を
横
断
し
、

宗
教
の
戦
禍
を
抜
け
、
未
来
の
光
を
見
る
。 

土
井
一
輝

第 

11 

位

藤
原
辰
史

生
き
の
び
る
ブ
ッ
ク
ス 

２
２
０
０ 

円

『
植
物
考
』

植
物
に
憧
れ
、
光
合
成
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
た
ら
い
い
の
に
な
と
思
い
な
が
ら
生
活
す

る
中
で
、「
植
物
の
ふ
る
ま
い
に
目
を
と
め
」

「
歴
史
学
、
文
学
、
哲
学
、
芸
術
を
横
断
し
な
が
ら
人
間
観
を
一
新
」

と
い
う
紹
介
文
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
購
入
。
今
年
１
番
の
面
白
さ
か

も
。
芋
づ
る
式
に
欲
し
い
本
も
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
ピ
ー
ク
リ
ー
ム
ド
ー
ナ
ド
ナ
マ
ラ
ド
ー
ナ
さ
ん

第 

12 

位

シ
ョ
ー
ン・フ
ェ
イ
／
高
井
ゆ
と
里（
訳
）

明
石
書
店 

２
２
０
０ 

円

『
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェン
ダ
ー
問
題  

議
論
は
正
義
の
た
め
に
』

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
生
き
て
い
く
う
え
で

直
面
す
る
困
難
を
、
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
共
通
す
る
社
会
構
造
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
る
視
座
を
提
供
す
る
一
冊
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
当
事
者
で
あ
る
当

方
も
、
こ
れ
ま
で
問
題
の
表
層
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
。
本
書
がLG

BTQ
+

関
心
層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い
層
の
読
者

の
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
の
社
会
的
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

 
篠
洲
ル
ス
ル
さ
ん

第 

4 
位
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井
上
太
一

人
文
書
院 

４
９
５
０ 

円

『
動
物
倫
理
の
最
前
線 

批
判
的
動
物
研
究
と
は
何
か
』

本
書
の
帯
文
に
あ
る
よ
う
に「
あ
ら
ゆ
る
存

在
の
解
放
を
め
ざ
す
包
括
的
正
義
の
理
論
」

を
め
ざ
す
上
で
欠
か
せ
な
い
書
籍
だ
と
お
も

う
。
あ
ら
ゆ
る
搾
取
構
造
の
根
本
に
、
人
間
に
よ
る
動
物
支
配
が
あ
り
、

そ
の
改
善（
解
放
）な
く
し
て
真
の
平
和
は
あ
り
え
な
い
と
感
じ
行
動
す

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。 
つ
ゆ
き
し
げ
ふ
み
さ
ん

第 

13 
位

米
田
翼

青
土
社 

３
５
２
０ 
円

『
生
け
る
物
質  

ア
ン
リ・ベ
ル
ク
ソ
ン
と
生
命
個
体
化
の
思
想
』

著
者
の
博
士
論
文
を
書
籍
化
し
た
初
の
単

著
。
１
０
０
年
前
に
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
が

編
み
上
げ
た
生
命
進
化
の
哲
学
の
内
側
に
深

く
入
り
込
み
、
そ
の
背
景
を
読
み
解
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
現
代
に
お
い
て

語
り
直
す
と
い
う
野
心
的
な
試
み
が
大
成
功
し
て
い
る
。
生
命
の
発
生

と
進
化
の
理
由
を
大
胆
に
提
示
し
、
そ
し
て
思
考
は
宇
宙
生
物
学
へ
！

 

藤
本
浩
介

第 

14 

位

キ
ャ
ロ
ル・ギ
リ
ガ
ン
／

川
本 

隆
史・山
辺
恵
理
子・米
典
子（
訳
）

風
行
社 

３
３
０
０ 

円

『
も
う
ひ
と
つ
の
声
で 

心
理
学
の
理
論
と
ケ
ア
の
倫
理
』

ケ
ア
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
本
を
読
む
と
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
な
が
ら
手
に

入
ら
な
か
っ
た
名
著
。「
こ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
た
の
か
…
…
」と
発
見
に
次
ぐ
発
見
が
あ
る
、
待
ち
に
待
っ
た
翻

訳
。 

Ｙ
Ｏ
Ｏ
さ
ん

第 

15 

位

石
井
美
保

岩
波
書
店 

２
９
７
０ 

円

『
遠
い
声
を
さ
が
し
て 

学
校
事
故
を
め
ぐ
る〈
同
行
者
〉た
ち
の
記
録
』

学
校
で
失
わ
れ
た
一
人
の
少
女
の
命
。
事
故

の
前
に
見
逃
さ
れ
て
い
た
も
の
、
事
故
の
後

に
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
も
の
。
そ
れ
は
、
羽

菜
ち
ゃ
ん
と
い
う
一
人
の
人
間
の
確
か
な
存
在
だ
っ
た
。「
な
ぜ
、
羽

菜
ち
ゃ
ん
が
」。
自
分
は
こ
の
問
い
の
行
方
を
見
守
る
立
場
だ
と
思
っ
て

い
た
が
違
っ
た
。
私
も
ま
た
こ
の
問
い
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

「
当
事
者
」だ
っ
た
。 

伊
藤
佑
太
郎
／
福
岡
本
店

第 

16 

位

大
尾
侑
子

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会 

４
９
５
０ 

円

『
地
下
出
版
の
メ
デ
ィ
ア
史 

エ
ロ・グ
ロ
、珍
書
屋
、教
養
主
義
』

お
堅
い
博
士
論
文
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
や
し

く
猥
雑
で
一
周
回
っ
て
知
的
な
世
界
が
好
き

な
人
に
は
た
ま
ら
な
い
読
み
物
で
も
あ
る
。

ほ
ぼ
百
年
前
の「
軟
派
出
版
」を
担
っ
た
人
々
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
真

剣
さ
に
、
笑
っ
て
し
ま
い
な
が
ら
矜
持
を
感
じ
る
。
ど
こ
ま
で
も
メ
タ
に

な
り
が
ち
な「
教
養
」の
話
に
も
風
穴
を
開
け
る
仕
事
。
２
０
２
０
年
代

の
文
化
で
は
失
わ
れ
て
い
る
何
か
が
あ
る
。 

野
間
健
司

第 

17 

位

今
村
治
華

南
方
新
社 

２
８
６
０ 

円

『
ジ
ー
フ
ァ
ー
の
記
憶 
沖
縄
の
簪
と
職
人
た
ち
』

ジ
ー
フ
ァ
ー
と
は
沖
縄
の
か
ん
ざ
し
。
そ
の
シ

ン
プ
ル
な
美
し
さ
と
５
０
０
年
余
り
の
歴
史

に
惹
か
れ
た
著
者
が
、
約
10
年
か
け
て
膨
大

な
資
料
と
取
材
を
重
ね
て
編
ん
だ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
沖
縄
の
女
性
に

と
っ
て
ジ
ー
フ
ァ
ー
と
は
何
か
、
紐
解
か
れ
て
い
く
と
と
も
に
浮
か
び
上

が
る
沖
縄
の
歴
史
と
生
活
。
金
細
工
職
人
、
又
吉
健
次
郎
さ
ん
へ
の
聞

き
書
き
も
圧
巻
だ
っ
た
。 

マ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん

第 

18 

位

磯
野
真
穂

集
英
社 

９
９
０ 

円

『
他
者
と
生
き
る  

リ
ス
ク・病
い・死
を
め
ぐ
る
人
類
学
』

ど
れ
だ
け
科
学
が
発
展
し
て
も
、
運
命
や
魂

の
存
在
を
私
た
ち
は
い
ま
だ
手
放
し
て
い
な

い
。
自
ら
偶
然
へ
飛
び
込
み
、
他
者
と
時
間

を
共
有
し
、
思
い
が
け
な
い
方
へ
人
生
が
漂
う
と
き
、
リ
ア
ル
な〝
生
〞

の
手
ざ
わ
り
が
そ
の
先
に
あ
る
。
現
代
社
会
の
生
き
方
を
根
本
か
ら
問

い
直
す
、
道
標
の
よ
う
な
一
冊
だ
っ
た
。 

池
田
匡
隆

第 

19 

位

岩
川
あ
り
さ

青
土
社 

３
９
６
０ 

円

『
物
語
と
ト
ラ
ウ
マ  

ク
ィ
ア・フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
可
能
性
』

「
心
に
傷
を
負
う
経
験
を
し
た
人
び
と
に
と
っ

て
、
文
学
や
文
化
は
生
き
の
び
る
た
め
の
表

現
と
な
り
う
る
の
か
」。
著
者
自
身
の
経
験

も
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
こ
の
本
が
ず
し
り
と
重
い
の
は
、
言
葉
に
な
ら
な

い
声
や
叫
び
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
語
る
こ
と
が

難
し
い
経
験
を
語
る
物
語
の
可
能
性
、
聴
く
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
て
く

れ
た
一
冊
。
小
さ
な
声
が
か
き
消
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
へ
変
え
て
い

く
た
め
に
、
是
非
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

津
畑
優
子

第 

20 

位

柿
沼
陽
平

中
央
公
論
新
社 

１
０
５
６ 

円

『
古
代
中
国
の
24
時
間 

秦
漢
時
代
の
衣
食
住
か
ら
性
愛
ま
で
』

始
皇
帝
や
曹
操
が
生
き
て
い
た
時
代
の
人
々

は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
？
気
鋭
の
中

国
史
家
が
文
献
史
料
と
出
土
資
料
を
フ
ル
活

用
し
て
古
代
中
国
の
1
日
を
再
現
し
た
話
題
作
。
口
臭
に
う
る
さ
く
、

女
性
は
イ
ケ
メ
ン
に
熱
狂
し
、
ど
ん
欲
に
性
を
愉
し
む
…
…
面
白
す
ぎ
る

け
れ
ど
、
全
部
史
料
に
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。

 

田
中
正
敏
さ
ん

第 

21 

位



難
解
な
哲
学
を
、
そ
の
背
景
ま
で
含
め
内
容

を
損
な
う
こ
と
な
く
解
説
す
る
こ
と
は
、
高

い
レ
ベ
ル
の
知
性
が
要
求
さ
れ
る
し
、
そ
れ

が
本
物
の
知
性
で
あ
る
と
、
本
書
を
読
ん
で

つ
く
づ
く
思
う
。
同
時
に
、
今
後
の
私
の
読
書
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
た
。 

坂
本
悦
子
さ
ん

國
分
功
一
郎

岩
波
書
店  

１
４
０
８ 

円

『
ス
ピ
ノ
ザ  

読
む
人
の
肖
像
』

第 

22 
位

鮎
川
ぱ
て

文
藝
春
秋 

２
４
２
０ 
円

『
東
京
大
学「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
音
楽
論
」講
義
』

ボ
カ
ロ
曲
を
様
々
な
人
文
科
学
の
手
法
を
用

い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
時
代
精
神

に
つ
い
て
考
え
る
。
講
義
か
ら
書
籍
の
形
に

な
っ
た
こ
と
で
、
初
め
て
出
会
う
理
論
で
も
じ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で

読
み
進
め
ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
。
ボ
カ
ロ
曲
を
耳
だ
け
で
楽
し
む
こ
と
が

増
え
た
今
、
映
像
や
言
葉
を
含
め
た「
ボ
カ
ロ
曲
」に
出
会
い
な
お
せ
る

一
冊
。 

吉
田
実
穂
／
東
京
営
業
本
部
第
三
営
業
部

第 

23 

位

米
本
浩
二

河
出
書
房
新
社 

２
７
５
０ 

円

『
水
俣
病
闘
争
史 

』
70
年
前
、
第
一
号
と
な
る
水
俣
病
患
者
が
公

式
に
認
定
さ
れ
た
。「
私
た
ち
は
、
国
家
権

力
に
対
し
て
、
立
ち
む
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
」。
そ
の
宣
言
の
も
と
始
ま
っ
た
闘
争
は
、
結
集
と
分
裂
、

交
渉
と
決
裂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
声
な
き
声
を
掬
い
上
げ
て
い
く
。
声

を
上
げ
る
こ
と
の
重
要
性
が
日
に
日
に
増
し
て
い
る
現
代
こ
そ
、
参
照
さ

れ
る
べ
き
歴
史
で
あ
る
。 

中
島
宏
樹

第 

24 

位

杉
田
俊
介

河
出
書
房
新
社 

４
２
９
０ 

円

『
橋
川
文
三
と
そ
の
浪
曼
』

２
０
２
２
年
に
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
橋

川
文
三
。
橋
川
に
影
響
を
与
え
た
保
田
・
丸

山
・
柳
田
・
三
島
に
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
そ

の
思
想
の
軌
跡
を
丹
念
に
追
う
。
私
た
ち
が
い
ま
も
つ
べ
き「
歴
史
意

識
」と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
い
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

 

大
籔
宏
一

第 

25 

位

村
中
直
人

紀
伊
國
屋
書
店 

１
７
６
０ 

円

『〈
叱
る
依
存
〉が
と
ま
ら
な
い
』

本
の
タ
イ
ト
ル
が
気
に
な
り
、
読
み
始
め
ま

し
た
。「
叱
る
」こ
と
に
よ
り
人
の
脳
内
で
は

喜
び
を
得
る
と
い
う
報
酬
回
路
が
備
わ
っ
て

お
り
、
依
存
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
人
間
関
係
や
社
会
で
生

じ
る
様
々
な
問
題
を「
叱
る
」
側
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
読

ん
で
も
ら
い
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

中
村
絵
里
／
ブ
ラ
ン
ド
事
業
戦
略
部

第 

26 

位

鷲
見
洋
一

平
凡
社 

５
２
８
０ 

円

『
編
集
者
デ
ィ
ド
ロ 
仲
間
と
歩
く『
百
科
全
書
』の
森
』

フ
ラ
ン
ス
19
世
紀
の「
集
合
知
」と
も
言
え
る

『
百
科
全
書
』が
完
成
す
る
ま
で
の
苦
闘
を

９
０
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
描
い
た
労
作
。
概

念
そ
の
も
の
で
で
き
て
い
る
宗
教
と
の
苦
闘
が
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た

と
は
。
感
銘
を
受
け
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。 

前
田
丘
人
さ
ん

第 

27 

位

ロ
バ
ー
ト・コ
ル
カ
ー
／
柴
田
裕
之（
訳
）

早
川
書
房 

３
７
４
０ 

円

『
統
合
失
調
症
の
一
族  

遺
伝
か
、環
境
か
』

正
直
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
な
い
好
奇
心
か
ら
読

ん
だ
が
、
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
一
つ
屋
根

の
下
の
き
ょ
う
だ
い
達
が
次
々
と
向
こ
う
側

の
世
界
に
行
っ
て
し
ま
う
様
は
壮
絶
だ
っ
た
。
本
人
の
み
な
ら
ず
親
き
ょ

う
だ
い
を
も
巻
き
取
っ
て
苛
み
、
一
度
行
っ
た
ら
帰
っ
て
こ
れ
な
い
。
こ

れ
を
読
ん
で
親
の
教
育
に
責
任
を
帰
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
責
任
を
取
れ

る
人
な
ど
お
ら
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
記
録
に
価
値
が
あ
る
の
だ
と

思
う
。 

後
藤
渚

第 

28 

位

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・ク
リ
ッ
ツ
ァ
ー

晶
文
社 

１
９
８
０ 

円

『
21
世
紀
の
道
徳 

学
問
、功
利
主
義
、ジ
ェン
ダ
ー
、幸
福
を
考
え
る
』

哲
学
や
倫
理
学
な
ど
の
文
系
の
学
問
に
つ
い

て
は
、
よ
く「
そ
れ
っ
て
何
の
役
に
立
つ
ん
で

す
か
？
」と
い
わ
れ
ま
す
。
本
書
は
、
そ
の
問

い
を
曖
昧
に
は
ぐ
ら
か
す
こ
と
な
く
、「
役
に
立
ち
ま
す
！
」と
正
面
か

ら
答
え
て
い
き
ま
す
。 

ク
ラ
ツ
タ
ク
ヤ
さ
ん

第 

29 

位

平
井
靖
史

青
土
社 

３
０
８
０ 

円

『
世
界
は
時
間
で
で
き
て
い
る 

ベ
ル
ク
ソ
ン
時
間
哲
学
入
門
』

遅
延
を
も
た
ら
す
時
間
こ
そ
が
、
ク
オ
リ
ア

を
、
意
識
を
、
そ
し
て
自
由
を
創
造
す
る
源

と
な
る
。
拡
張
さ
れ
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
が

胚
胎
す
る
射
程
の
広
さ
と
豊
穣
な
可
能
性
は
、
世
紀
を
跨
い
だ
今
で
も

ま
っ
た
く
色
あ
せ
て
は
い
な
い
。
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
ベ
ル
ク
ソ

ン
時
間
哲
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
、
軽
や
か
な
筆
致
で
駆
け
抜
け
る
本
書
に

は
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。 

中
島
宏
樹

第 

30 

位

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 3



笠
原
十
九
司

高
文
研 

３
３
０
０
円

『
通
州
事
件 

憎
し
み
の
連
鎖
を
絶
つ
』

日
中
戦
争
の
勃
発
直
後
、
北
京
近
郊
の
街
・
通
州
で
、
日

本
の
傀
儡
政
権
・
冀
東
防
共
自
治
政
府
の
保
安
隊
が
反
乱
を

起
こ
し
、
日
本
人
居
留
民
２
２
５
人（
う
ち
朝
鮮
人
１
１
１

人
）が
虐
殺
さ
れ
た
通
州
事
件
。
こ
の
事
件
の
全
貌
を
、
日

中
戦
争
研
究
の
第
一
人
者
が
、
事
件
に
至
る
前
史
か
ら
、
被

害
者
姉
妹
の「
戦
後
」の
道
の
り
ま
で
を
詳
述
し
た
決
定
版
。

 

松
野
享
一
／
学
術
和
書
部

ロ
イ・リ
チ
ャ
ー
ド・グ
リ
ン
カ
ー
／
高
橋
洋（
訳
）

み
す
ず
書
房 

４
８
４
０ 

円

『
誰
も
正
常
で
は
な
い
　

   

ス
テ
ィ
グ
マ
は
作
ら
れ
、作
り
変
え
ら
れ
る
』

本
書
は
、
精
神
医
学
界
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
曾
祖

父
、
祖
父
、
父
を
も
つ
著
者
が
、
文
化
人
類
学
者
の
視
点

を
活
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ィ
グ
マ
が
生
ま
れ
変

化
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
紐
解
く
も
の
で
あ
る
。
ス

テ
ィ
グ
マ
は
社
会
や
文
化
と
結
び
つ
く
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、

変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

津
畑
優
子
／
学
術
和
書
部

縄
田
雄
二（
編
）

岩
波
書
店 

７
１
５
０ 

円

『
モ
ノ
と
媒メ

デ
ィ
ア体

の
人
文
学
　

   

現
代
ド
イ
ツ
の
文
化
学
』

こ
う
い
う
和
書
を
待
っ
て
い
た
。
キ
ッ
ト
ラ
ー
の
衣
鉢
を
継

ぐ
ド
イ
ツ
流
の
メ
デ
ィ
ア
学
と
文
化
学
が
ど
こ
に
向
か
お
う

と
し
て
い
る
か
を
示
す
手
頃
な
論
考
・
翻
訳
が
一
冊
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
文
化
は「
文
化
技
術
」で
あ
る
と
い

う
認
識
に
根
ざ
す
、
英
語
圏
の
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
る
21

世
紀
の
人
文
学
の
可
能
性
の
尖
端
が
こ
こ
に
あ
る
。

 

野
間
健
司
／
学
術
洋
書
部

古
田
徹
也

筑
摩
書
房 

２
０
９
０ 

円

『
こ
の
ゲ
ー
ム
に
は
ゴ
ー
ル
が
な
い

ひ
と
の
心
の
哲
学
』

日
常
の
些
細
な
あ
る
出
来
事
か
ら
、
哲
学
者
は
懐
疑
論

を
丹
念
に
辿
っ
て
ゆ
く
。
自
分
で
は
な
い
他
者
の
こ
と
な
ど
、

わ
か
る
こ
と
な
ん
て
な
い
の
で
は
な
い
か
。
言
葉
に
す
る
と

あ
ま
り
に
も
絶
望
的
で
す
が
、
揺
ら
ぎ
を
続
け
る
世
界
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
。
読
後
は
小
さ
く
と
も
、
確
か
な
希
望

が
残
り
ま
し
た
。 

林
下
沙
代
／
札
幌
本
店

歌
野
杳

南
方
新
社 

２
２
０
０ 

円

『
古
老
に
聞
い
た
島
の
暮
ら
し

五
島
列
島
小
値
賀
町
大
島
に
生
き
る
』

失
わ
れ
ゆ
く
も
の
を
書
き
留
め
、
後
世
に
残
す
こ
と
は
書

籍
が
持
つ
根
本
的
な
価
値
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
戦
前
か
ら
現

代
ま
で
の
小
値
賀
町
大
島
の
暮
ら
し
が
徳
蔵
さ
ん
・
マ
ツ
ノ

さ
ん
夫
妻
の
証
言
か
ら
鮮
や
か
に
綴
ら
れ
る
一
冊
。
平
成
の

東
京
に
生
ま
れ
た
会
社
員
の
私
と
は
何
も
か
も
が
異
な
る
人

生
に
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
願
わ
く
ば
島
の
お
漬
物
を

食
べ
て
み
た
い
。 

出
口
優
夏
／
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
事
業
部

石
井
研
士

春
秋
社 

２
６
４
０ 

円

『
魔
法
少
女
は
な
ぜ
変
身
す
る
の
か

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
な
か
の
宗
教
』

ア
ニ
メ
に
潜
む
宗
教
性
を
、「
宗
教
学
者
が
」横
断
的
に
分

析
し
て
い
く
骨
太
の
研
究
書
。
著
者
は
元
々
ア
ニ
メ
好
き
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
論
文
を
執
筆

す
る
に
あ
た
り
、「
還
暦
を
超
え
て
見
る
に
は
辛
い
苦
し
い

ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
」も
あ
る
中
、
時
に
は
数
百
話
に
も
及
ぶ
膨

大
な
量
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で

も
、
類
ま
れ
な
労
作
と
評
す
る
に
相
応
し
い
一
冊
。

 

小
山
大
樹
／
札
幌
本
店

上
田
啓
太

河
出
書
房
新
社 

１
６
２
８
円

『
人
は
２
０
０
０
連
休
を
与
え
ら
れ
る
と

ど
う
な
る
の
か
？
』

実
際
に
２
０
０
０
連
休
を
体
験
し
た
著
者
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
。
感
覚
で
つ
か
め
な
い
程
の
長
期
の
連
休
を
と
る
と
人

は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
も
そ
も「
休
み
」と
は
な
ん
な
の
か
。

全
く
活
動
し
な
い「
休
み
」は
存
在
し
う
る
の
か
。
表
題
以

外
に
も
こ
の
本
は
様
々
な「
問
い
」を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ

る
。 

東
二
町
順
也
／
新
宿
本
店

鵜
飼
秀
徳

文
藝
春
秋 

１
２
１
０ 

円

『
仏
教
の
大
東
亜
戦
争
』

「
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う
の
が
ま
ず
出
て
く
る
感
想
。
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
仏
教
界
が
行
っ
た
様
々
な
戦
争
協
力
。

戦
争
の
正
当
化
、
梵
鐘
や
仏
像
の
供
出
、
従
軍
僧
侶
の
派

遣
…
…
そ
し
て「
一
生
多
殺
」の
提
唱
や
仏
典
の
解
釈
変
更
。

善
悪
の
判
断
や
評
価
は
置
い
て
お
い
て
も
、
ま
ず
は
日
本
人

が
知
る
べ
き
歴
史
。 

生
武
正
基
／
新
宿
本
店

高
井
ゆ
と
里

講
談
社 

２
３
１
０ 

円

『
極
限
の
思
想 

ハ
イ
デ
ガ
ー

世
界
内
存
在
を
生
き
る
』

膨
大
な
注
釈
書
に
分
け
入
る
こ
と
な
く
、
か
と
い
っ
て「
ハ

イ
デ
ガ
ー
語
」を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
も
せ
ず
に
、
テ
ク
ス

ト
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
現
代
の
読
者
へ
の
回
路
を
保
ち
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ
本
書
こ

そ
、
数
多
あ
る『
存
在
と
時
間
』
入
門
書
の
中
で
も「
最
初
」

の
一
冊
と
な
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

中
島
宏
樹
／
横
浜
店
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松野享一 学術和書部
津畑優子 学術和書部
野間健司 学術洋書部
出口優夏 OCLC事業部
林下沙代 札幌本店
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森
田
真
生

ミ
シ
マ
社 

２
２
０
０
円

『
偶
然
の
散
歩
』

子
ど
も
と
散
歩
す
る
こ
と
で
見
つ
め
直
す
生
命
の
営
み
を
、

在
野
の
数
学
者
が
丁
寧
に
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。「
セ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」を
思
わ
せ
る
そ
の
言
葉
は
、
ま
る
ご
と
誰
か

に
贈
り
物
に
し
た
く
な
る
ほ
ど
に
美
し
い
。

 

池
田
匡
隆
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
下
松
店

レ
イ
ウ
ィ
ン・コ
ン
ネ
ル
／
伊
藤
公
雄（
訳
）

新
曜
社 

８
５
８
０ 
円

『
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
ー
ズ男性

性
の
社
会
科
学
』

男
性
性
研
究
の
必
須
文
献
が
つ
い
に
邦
訳
。
理
論
的
枠

組
み
と
同
時
に
、
生
活
史
研
究
の
積
み
重
ね
た
第
四
章
は
特

に
重
要
。
日
本
で
の
議
論
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
大
と
確
信
す

る
。 

大
籔
宏
一
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
店

エ
ド
ワ
ー
ド・Ｊ・ワ
ッ
ツ
／
中
西
恭
子（
訳
）

白
水
社 

３
９
６
０ 

円

『
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア  

後
期
ロ
ー
マ
帝
国
の
女
性
知
識
人
』

ロ
ー
マ
帝
国
後
期
の
ア
カ
デ
ミ
ア
を
牽
引
し
た
女
性
哲
学

者
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア
。
悲
劇
の
ア
イ
コ
ン
や
革
新
者
、「
記
録
に

値
す
る
女
性
」と
し
て
の
潤
色
、
あ
る
い
は「
好
奇
の
目
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」と
い
う
好
奇
の
目
…
…
そ
う
し

た
受
容
に
も
か
き
消
さ
れ
ず
残
っ
た
、
彼
女
の
哲
学
者
と
し

て
の
実
像
と
功
績
に
焦
点
を
当
て
た
硬
派
な
評
伝
で
す
。

 

後
藤
渚
／
横
浜
営
業
部

澁
谷
知
美・清
田
隆
之（
編
）

筑
摩
書
房 

１
６
５
０ 

円

『
ど
う
し
て
男
は
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
か
会
議 

い
ろ
い
ろ
語
り
合
っ
て
見
え
て
き
た「
こ
れ
か
ら
の
男
」の
こ
と
』

男
性
性
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
分
野
の
研
究
者
た
ち
が「
会

議
」す
る
一
冊
。
必
ず
ど
こ
か
の
章
に
は
ぐ
さ
り
と
刺
さ
る

部
分
が
あ
る
は
ず
。
す
べ
て
の
男
性
に
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

 

滋
野
峻
也
／
静
岡
営
業
部

蓮
實
重
彥

講
談
社 

２
４
２
０ 

円

『
シ
ョッ
ト
と
は
何
か
』

奇
し
く
も
と
い
う
べ
き
か
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
な
っ
た

の
か
、『
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
論
』と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
映

画
の
喜
び
に
満
ち
満
ち
た
一
冊
。
難
解
な
書
物
で
は
な
い
か

と
訝
し
ん
で
い
る
人
こ
そ
手
に
取
っ
て
、
お
か
し
み
溢
れ
る

軽
妙
な
語
り
口
と
活
き
活
き
と
し
た
毒
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

映
画
論
に
親
し
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
は
、
映
画
の
見
方
が
嫌

で
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

 

土
井
一
輝
／
中
部
営
業
部

桑
木
野
幸
司

筑
摩
書
房 

１
１
０
０ 

円

『
ル
ネ
サ
ン
ス 
情
報
革
命
の
時
代
』

全
て
の
知
を
掌
握
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の

人
文
主
義
者
た
ち
は
、
新
大
陸
の
再
発
見
や
活
版
印
刷
術
の

登
場
に
よ
っ
て
生
じ
た
情
報
の
氾
濫
に
立
ち
向
か
う
。
情
報

を
編
集
し
意
味
を
与
え
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
見
出
そ
う
と

し
た
彼
ら
。
日
常
的
に
情
報
の
取
捨
選
択
を
す
る
今
、
彼
ら

の
姿
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

竹
谷
か
れ
ん
／
大
阪
第
一
営
業
部

ブ
ル
ー
ス・ヘ
イ
ン
ズ
／
大
竹
尚
之（
訳
）

ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ 

４
１
８
０ 

円

『
古
楽
の
終
焉

Ｈ
Ｉ
Ｐ〈
歴
史
的
知
識
に
も
と
づ
く
演
奏
〉と
は
な
に
か
』

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
る
こ
と
＝
形
骸
化
さ
れ
、
本
質
を
失
う

の
は
文
化
芸
術
の
宿
命
な
の
か
。
作
曲
家
と
同
時
代
の
演
奏

の
再
現
を
志
向
す
る
古
楽
演
奏
に
つ
い
て
も
、「
な
ん
ち
ゃっ

て
古
楽
」と
呼
ぶ
べ
き
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
批
判
的

検
討
を
加
え
ま
す
。
本
物
を
求
め
る
音
楽
の
旅
へ
、
ぜ
ひ
！

 

髙
部
知
史
／
京
都
営
業
部

中
島
隆
博

中
央
公
論
新
社 

１
１
５
５ 

円

『
中
国
哲
学
史

諸
子
百
家
か
ら
朱
子
学
、現
代
の
新
儒
家
ま
で
』

ま
さ
に
こ
う
い
う
本
を
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
中
島

隆
博
に
よ
る
中
国
哲
学
の
入
門
書
。
諸
子
百
家
か
ら
現
代

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
の
短
く
も
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ

が
引
用
・
読
解
さ
れ
、
新
書
な
が
ら
濃
密
な
記
述
で
、
中
国

哲
学
の
通
史
と
、
そ
の
政
治
的
な
立
ち
位
置
を
教
え
て
く
れ

る
。
何
度
も
参
照
し
た
く
な
る
新
書
。

 

藤
本
浩
介
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
本
店
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